






































 V調査のまとめ

 V調査のまとめ

 中台4遺跡の竪
 穴住居跡と複式
炉

 長期間かけて形
成

 他地域との関連

 県営ほ場整備事業担い手育成型(釜淵地区)に係って平成13年度に緊急発掘調査が実施され

 た釜淵C遺跡は、山形県最上郡真室川町大字釜淵字五郎前に所在し、塩根川の中流域に発達し

 た河岸段丘上に立地する。遺跡の面積は約60,000㎡で、今回は6,300㎡を対象に発掘調査を実施

 した。その結果、A区では、縄文時代中期末葉を主体とした竪穴住居跡群および祭祀の場と考

 えられる配石・列石遺構群が検出され、また、B区・C区では縄文時代晩期を主体とする遺物

 包含層から多量の遺物が出土した。出土遺物は全体で918箱である。以下に調査の結果と課題を

 要約する。

 A区で検出された竪穴住居跡はいずれも複式炉をともなう縄文時代中期後半から末葉にかけ

 て営まれたものである。当該期の遺跡は前年に同じ釜淵地内の中台4遺跡が調査されている。

 中台4遺跡では、8棟の竪穴住居跡が調査されたが、このうち6棟に複式炉がともなっていた。

 これらのうちほぼ完全な状態で検出されたST57およびST60の炉は土器埋設部、燃焼部、前

 庭部の区画がはっきりとした大形のもので、今回釜淵C遺跡で検出されたもののうち、STll

 およびST13が同様な炉の形態をもつものと考えられた。ST16は出土した土器をみればST

 57にもっとも近いものの、炉は馬蹄形のプランを保ってはいるが燃焼部に敷石がなく前庭部と

 の境界がなくなっており、より退化した印象を受ける。ST12は検出段階の観察でST13より

 新しいことが確認されたが、炉も燃焼部の底面の敷石がなく前庭部の袖石も省略されている。

 また、小型のST2、ST4で検出された炉は、これらよりも古い様相を示すものである。今

 回は事実関係の記載のみにとどめたが、これらを詳細に分析することによって最北地域の当該

 期竪穴住居の構造の変遷を明らかにする手がかりが得られるものと思われる。

 同じくA区で検出された配石、列石遺構群は、全体の配置には規則性を見出すことは困難で

 あるが、環状で規模が大きいSM234を中心として比較的長期間営まれたあいだに形成されたも

 のとみられる。現在近隣地域の類例を調査中であるが、山形県内では、真室川町の南に位置す

 る鮭川村の庭月観音堂遺跡で同時期の配石遺構を部分的に検出した例が知られる程度である。

 これからの知見の増加が望まれる。

 B区・C区からは縄文時代晩期を主体とする多量の遺物が出土した。両調査区ともに出土数

 量に差はあるが後期末葉から晩期後葉に至る幅広い時期の遺物が得られた。特に大洞BC式か

 らA式に並行する時期の資料に量的なまとまりがある。この中で雲形文、羊歯状文が施文され

 た土器については多様なバリエーション展開が認められ、今後の分析によりこれらの詳細な変

 遷過程が明らかにされる可能性がある。また、第1群D類5の深鉢の器形および施文要素は横

 手盆地との関連を、同じくF類5の鉢は三陸地方との関連を示唆するものとして注目される。

 釜淵C遺跡は過去に大洞A'式に並行する国指定重要文化財の土偶が出土しており、その時期の

 資料の増加が期待されたが、今回の調査区内では該期資料はほとんど出土していない。おそら

 く出土地点の違いによるものであろう。出土した石器については数量が莫大なため現在も整理

 を進行中である。後日まとめて公表の機会を得たい。
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